
号・ページは一例であり、他の号やページにも掲載があります。 

言葉 号（ページ） 説明 

ＣＯ₂ 2022.10(p6) 二酸化炭素のこと。 

NPO法人 2022.6(p3) 営利を目的としない、さまざまな社会貢献活動をおこな

う組織。 

アクセメント 2022.6(p16) 物体の総体としての量・価値の計算的評価。 

アスベスト 2022.6(p4) 石綿と呼ばれる、天然に採取される鉱物の一種。 

あぜ道 2022.8(p4) 田んぼと田んぼの間の土を盛り上げて作った道。 

あっせん 2022.12(p7) 間に入って両者がうまくいくようにとりもつこと。 

あらまし 2022.9(p17) 大体のところ。おおよそ。 

アンサンブル 2022.8(p5) ２人以上が同時に演奏すること。少人数の合奏。 

アンテナショ

ップ 

2023.5(p13) 企業の新商品や自治体の特産品・伝統工芸品の売れ行き

を探るための店舗。 

委嘱 2022.5(p3) 特定の仕事を人に任せ頼むこと。 

一環 2022.11(p10) 全体の一部分 

慰霊 2022.9(p19) 死者の霊を慰めること。 

インターン 2022.8(p3) インターンシップ。特定の職の経験を積むために、企業

や組織において働いている期間のこと。 

羽化 2022.11(p4) 昆虫がさなぎや幼虫から成虫になること。 

縁起 2022.8(p15) 物事の起こり。社寺の由来。 

おくどさん 2023.1(p5) かまどのこと。 

厳か 2023.2(p2) 重々しいようす。 

脅かす 2022.11(p10) 相手を怖がらせる。脅迫する。驚かせる。 

恩恵 2022.8(p2) 他の人から受け取る恵み。 

カーポート 2022.10(p7) 日差しや雨や雪から車を守る、屋根と柱で作られた簡易

的な車庫。 

開基 2022.8(p15) 寺院を創立すること。また、それをした僧。 

皆減 2022.10(p2) 当年度に数値がなく全額減少すること。 

開披 2023.6(p2) 開くこと。 

外来診療 2022.7(p11) 入院中の患者以外の、外部から通院する患者に対する診

療行為のこと。 

学資 2023.3(p5) 学校で学ぶのに必要な費用、学費。 

喀痰 2022.8(p6) 痰を吐くこと。または吐いた痰のこと。 

課税 2022.9(p17) 税を義務者に割り当てること。 



傍ら 2022.12(p12) 端・脇の方。 

可搬 2023.1(p10) 運搬や移動が可能なこと。 

寡婦 2022.7(p10) 夫と死別または離別し、再婚していない女性、夫のない

独身の女性のこと。 

勘案 2022.8(p9) あれこれ考えあわせること。 

鑑みる 2022.10(p21) 他の事例などに照らし合わせて考えること。 

帰国子女 2023.5(p5) 外国での生活を経て、日本に帰国した学齢期の子ども。 

基礎疾患 2022.9(p11) 慢性の呼吸器の病気や心臓病など。 

基調 2023.5(p12) 思想・行動・学説・作品などの根底にある基本的な考え・

傾向。 

希薄 2022.11(p10) ある要素の乏しいこと。濃度や密度が薄いこと。 

基盤 2022.8(p3) 物事の土台。 

狂言 2023.1(p5) 対話を中心としたせりふ劇。 

局地的 2022.10(p15) ごく限られた範囲。 

拠出 2022.6(p13) 相互扶助のために金銭や物品を互いに出し合うこと。 

菌打ち 2023.5(p5) 原木に穴をあけ、しいたけ菌がしみ込んだコマをハンマ

ーで打ち込むこと。 

金字塔 2022.11(p3) 後世に永く残る優れた業績。 

宮司 2022.8(p10) 神職や巫女をまとめる神社の長である神職の階級のこ

と。 

繰入金 2023.5(p6) 一般会計、他の特別会計および基金または財産区会計の

間において、相互に資金運用すること。 

軽易 2022.6(p11) 手軽で簡単なこと。 

契機 2023.2(p3) きっかけ。 

啓発 2022.9(p10) 知らない人を教え導き、物事を明らかにさせること。 

頸部 2022.8(p6) ものとものを繋いでいる細くなっている部分のこと。 

血液製剤 2023.1(p9) 血液から血しょう、白血球、血小板の大部分を取り除い

たもので、貧血や外科手術時の輸血に用いられる。 

原戸籍 2022.10(p9) 平成６年の制度改正以前につくられた、いわば古いバー

ジョンの戸籍。 

建設的 2023.5(p12) ある物事についてその良さを支持し、より良いものに変

えていこうとするさま、あるいは積極的に物事を推進す

るさま。 

源泉 2022.9(p6) ものが生じる元のこと。 

顕著 2022.9(p15) はっきり目立つこと。 



語彙 2023.5(p21) ある人や国が持っている単語の総数のこと。 

合意形成 2023.2(p5) 議論などを通じて意思決定において相互の意見の一致

を図る過程のこと。 

公営 2022.12(p5) 公の機関が事業を経営すること。特に地方公共団体が経

営または設置、管理すること。 

口径 2022.8(p15) 筒状の物の口の部分の大きさ。 

控除 2022.9(p16) ある金額から一定の金額を差し引くこと。 

高騰 2022.12(p7) 物価などが上がること。 

勾配 2023.5(p4) 水平面に対する傾きの度合い。 

高揚 2022.9(p10) （気分・精神が）高まること。 

互助 2023.1(p2) 社会・組織の構成員がお互いに助け合うこと。 

誤植 2022.9(p19) 印刷物で文字が誤っていること。ミスプリント。 

戸籍抄本 2022.10(p9) 戸籍の記載の個人の写し。個人事項証明ともいう。 

戸籍謄本 2022.10(p9) 戸籍の記載の全部の写し。全部事項証明ともいう。 

戸籍の附表 2022.10(p9) 新しく戸籍を作ったとき以降の住民票の移り変わりを

記録したもの。 

歳出 2022.12(p4) 国や地方公共団体の一年度の中の支出。 

斎場 2022.9(p20) 儀式がおこなわれる場所。現代の日本では主に葬儀をお

こなう施設のこと。 

先物取引 2023.2(p10) 将来の売買についてあらかじめ現時点で約束をする取

引のこと。 

策定 2023.6(p13) 計画を立てて決めること。 

雑損控除 2023.2(p10) 災害または盗難もしくは横領によって、資産について損

害を受けた場合に受けることができる所得控除。 

サロン 2022.7(p13) 社交的な集まり。元の意味は客間や応接室。 

残影 2022.8(p14) あるものを見た後、目の中にその像が残ること。残像。

おもかげ、わずかな光、わずかに見える姿。 

賛辞 2022.11(p5) ほめ言葉。 

算入 2023.4(p9) 計算の中に含め入れること。 

シーグラス 2023.1(p15) 海岸や大きな湖畔で見つかるガラス片のこと。 

自営業 2022.8(p8) 自分でお店や事務所を営業すること。 

シェルター 2022.6(p4) 非常時に緊急避難する場所。 

識見 2023.1(p10) 物事に対する正しい判断・考え。 

視察 2023.2(p3) 知見や情報を得ることを目的とする公的な用務のため



に、実際にその場へ行き現実の状況を見ること。 

示唆に富む 2022.9(p15) 教えを多く含んでいること。 

事績 2022.7(p2) ある人が成し遂げた仕事、業績。 

肢体 2022.7(p6) 手足のこと。 

実情 2022.8(p9) 実際の事情。実際の状態。 

疾病 2022.9(p9) 病気のこと。 

しなやか 2023.5(p4) 動きがなめらかで柔らかなさま。 

諮問 2022.5(p15) 意見を尋ね求めること。 

写生 2023.5(p17) 実際の景色や物をありのまま写し取ること。 

収支 2022.12(p4) お金の収入と支出。 

従事 2022.6(p13) その仕事に携わること。 

集積 2023.1(p10) 集めて積み上げること。 

重篤 2022.7(p12) 生命維持が難しい状態のこと。 

縦覧 2022.9(p20) 自由に見ること。見て回ること。 

祝辞 2022.6(p2) 祝いの言葉。 

趣向 2022.12(p11) 味わいや面白みが出るように工夫すること。 

趣旨 2022.5(p6) 物事をおこなう理由や目的。 

腫瘍 2022.7(p6) 組織や細胞が生体内の制御に従わず、過剰に増殖するこ

とによってできる塊。 

循環型社会 2022.10(p6) 有限な資源を効率的に利用し、循環させながら利用して

いく社会のこと。 

竣工 2023.1(p3) 建物の建築工事が完了すること。 

巡視 2023.1(p10) 警戒・監督のために見回ること。 

順次 2023.3(p5) 次から次へ順を追ってすること。 

償還 2022.10(p7) 返済すること。 

情景 2022.8(p10) 人間の心の働きを通して味わわれる、景色や場面のこ

と。 

商標 2022.7(p2) 商品を他の提供元と区別するために使用する標識。 

省力化 2022.11(p7) 手間や労働力を省くようにすること。 

食物繊維 2022.8(p7) 大腸まで消化されずに届きやすく、お腹の調子を整える

食材に多く含まれている成分のこと。 

所掌 2023.1(p10) ある事務を特定の行政機関がつかさどること。 

所得 2023.1(p9) 収入から必要経費を抜いた額。 

人格識見 2023.5(p16) 独立した人間性があり、物事を正しく見分けることがで



きること。 

伸展 2022.6(p9) 伸び広がること。 

尽力 2022.8(p12) 力をつくすこと。 

し尿 各号 人間の大小便合わせた呼び方。 

随時 2022.12(p6) 日時に制限のないさま。 

スプラウト 2023.1(p15) 主に穀類、豆類などの種子を人為的に発芽させた新芽。 

すぼめる 2022.8(p7) 小さく縮める。口の面積を小さくすること。 

スポンサー 2023.1(p14) 団体、個人などに対し、金銭や物品、サービスを提供し

支援する個人や企業、団体のこと。 

生計 2023.1(p9) 暮らしを立ててゆくための方法や手段。 

精励 2022.7(p2) 勉強や仕事に精を出して励むこと。 

施行 2022.5.(p18) 工事を行うこと。 

絶食 2022.8(p6) 食べ物を全く食べず、水だけで過ごすこと。 

潜血 2022.8(p6) 尿や便の中に血が混じっている状態のこと。 

先順位 2023.1(p12) 遺産や抵当権などを受け取る順位が先であること。 

戦没者 2022.8(p13) 戦争や内戦で亡くなった人。 

素案 2022.6(p13) 検討のための素材として作られた案、考え。 

荘厳 2022.9(p6) 重々しさが合って立派なこと。 

創出 2022.12(p2) 新しく作り出すこと。 

相対 2023.3(p6) 直接の当事者が処置すること。 

代謝 2022.7(p5) 生物の体の中で生じる全ての化学変化とエネルギー変

換のこと。 

堆肥 2022.9(p2) 分解されやすい有機物が微生物によって完全に分解さ

れた肥料あるいは土壌改良材のこと。英語ではコンポス

ト。 

多岐 2022.10(p14) 物事がいくつにも分かれていること。 

丹精 2023.4(p3) 真心を込めておこなうこと。 

地籍 2022.5(p7) その土地がだれのものかという、土地の所属。 

弔慰 2022.8(p13) 死者を弔い、遺族を慰めること。 

懲戒処分 2022.12(p5) 義務違反に対して科する制裁のこと。 

町債 2022.5(p6) 福祉施設の建設や道路の新設など事業の財源とするた

め、 

町政 2022.8(p10) 町が自治権に基づいておこなう行政のこと。 

テナント 2023.6(p12) ビルやショッピングセンターの一部区画を借り受けて



事務所や店舗として使用する借主。または店舗そのも

の。 

添付 2022.11(p12) 資料などを添え付けること。 

登記 2023.2(p5) 個人や法人が持つ財産上の権利や義務を広く公に示す

ため、公開された帳簿に記載すること。 

投資 2022.5(p6) 資本を増加させるために現在の資本を投じる活動。 

同質化 2022.9(p15) どれも似たようなものになって、多様さが失われるこ

と。 

投資的経費 2023.5(p6) 支出の効果が資本形成に向けられ、道路や施設など将来

に残るものに支出される経費。 

透析 2022.6(p4) 腎臓の機能が低下した場合にその機能を人工的に置き

換える治療のこと。 

督促 2022.6(p12) 約束や義務を果たすように催促すること。 

篤農家 2023.4(p3) 熱心な栽培研究に裏付けられた実績を持つ、その地域や

作物分野を代表する農家。 

ノウハウ 2023.1(p11) 物事のやり方に対する知識。 

納付 2022.8(p8) お金や物を納めること。主に税金。 

パーゴラ 2023.4(p6) 住宅の軒先や庭に設ける、つる性の植物を絡ませる木材

などで組んだ棚。日陰棚、藤棚。 

バーチャルリ

アリティ（VR） 

2022.12(p16) 仮想現実。現物、実物ではないが機能としての本質は同

じである環境をコンピューターによって作り出すこと。 

バイパス道路 2022.10(p12) 市街地などの混雑区間を迂回、または山などの区間を短

絡するための道路。 

諮る 2023.1(p10) 他人に意見を求めたり相談したりすること。 

掃き清める 2022.6(p10) 掃いてきれいにすること。 

パネルシアタ

ー 

2022.12(p12) 紙人形状にしたものを貼ったり外したりしながら、おは

なし、歌遊び、ゲームなどを展開する表現方法。 

バロメーター 2023.3(p13) ある物事の現在の状態を指し示す目印。 

反映 2022.8(p8) 影響が他に与えられて現れること。 

晩秋 2022.11(p17) 秋の終わり。 

ビーチコーミ

ング 

2023.1(p15) 海岸に打ち上げられた漂着物を収集・観察する行為。 

ビオトープ 2023.5(p12) 動物や植物が安定して生活できる生息空間。 

ひっ迫 2022.10(p21) 行き詰って余裕がなくなること。事態が差し迫ること。 

被保険者 2022.8(p8) 保険に加入し、病気やけがなどをしたときなどに、必要



なものやお金を受ける人のこと。 

フィールドワ

ーク 

2022.11(p2) 現地を直接観察したり、関係者から派内を聞いて、問題

点を明らかにして解決策を探ること。 

ブース 2022.10(p14) 仕切りをされた席。 

風土 2022.12(p16) その土地の状態。慣習や文化に影響を及ぼすその土地の

気候や地形や地質など。 

フードバンク 2023.1(p11) 品質に問題がないが市場で流通できない食品の寄付を

受け、生活困窮者などに配給する活動・団体のこと。 

フォーラム 2022.11(p8) 集団で討論をおこなうことや討論の場所。 

フォスタリン

グ 

2022.10(p20) 里親支援をおこなうこと。 

付加保険料 2022.8(p8) 定額保険料に上乗せして納めることで、将来受ける年金

額を増やすことができる制度のこと。 

普及 2023.6(p12) 広くいきわたること。 

服薬 2022.5(p10) 薬を飲むこと。 

福利厚生 2023.2(p17) 企業が従業員とその家族の福利を充実させるために設

けた制度や施設。 

扶助 2023.5(p9) 生計を助けるために与えられる金額。 

扶養 2022.9(p16) 他の人の面倒を見て養うこと。 

プランター 2022.12(p3) 装飾用の草花を植えたり活けたりするための鉢や箱の

こと。 

分限処分 2022.12(p5) 心身の故障などのために職務に支障があるときにおこ

なわれる処分のこと。現行では休職と免職がある。 

分散化 2022.11(p16) 一か所に集中していない状態にすること。 

併給 2022.8(p9) 複数の補助金を同時に受けることができる仕組みのこ

と。 

包括 2022.5(p10) ひっくるめて一つにまとめること。 

法定代理人 2022.11(p6) 法律で定められている、本人に代わって一定の行為をお

こなう権限が与えられている人。 

保護司 2022.9(p2) 犯罪や非行に陥った人の更生を任務とする法務大臣か

ら委嘱を受けた非常勤の国家公務員のこと。 

ほ場 2023.1(p3) 農作物を栽培するための場所のこと。 

保水 2023.1(p2) 水分を保つこと。 

まだら 2022.8(p4) 様々な色が混じっている模様のこと。ぶち模様。 

慢性的 2022.10(p12) ある状態が長い間改善されずに持続している状態。 



マンモグラフ

ィ 

2022.8(p6) 触ってわからない小さなしこりやしこりになる前の細

かい乳がんを発見する検査法のこと。 

皆増 2023.5(p7) 前年度に数値がなく、全額増加したもの。対義語は皆減。 

明朗 2023.5(p12) こだわりがなく、明るく朗らかなこと。内容がはっきり

していて嘘やごまかしがないこと。 

免除 2022.8(p8) 本来やらなければいけないことを、やらなくていいと許

すこと。 

模索 2023.2(p13) 見当のつかない物事をあれこれと考えながら探ってい

くこと。 

モチーフ 2022.6(p2) 創作の動機となる題材。 

モットー 2022.8(p13) 標語。座右の銘。 

模範 2022.7(p2) 見習うべき手本。 

遊休化 2022.10(p9) 使わないで休ませておくこと。 

遊歩道 2022.5(p4) 散歩のために作られた道。 

猶予 2022.9(p16) すぐにそれをしなければいけない人に対して、実行時期

を先送りして余裕を与えること 

宵 2022.8(p5) 日が落ちて暗くなったとき。夜の初めの部分。 

擁護 2023.5(p16) 庇い護ること。 

世捨て人 2022.12(p13) 世間との関係を断った人。 

世論 2023.1(p17) 世間一般の意見のこと。 

ラドン 2023.2(p3) 元素の一種。ラドン含有量が多い温泉は、美容や健康に

効果がある。 

リカレント 2022.5(p20) 繰り返す、循環すること。 

り災 2023.2(p11) 災害に遭い、損害を被ること。 

理念 2022.9(p10) ものの原型として考えられる完全な存在。計画などの根

底にある根本的な考え方。 

留意 2023.1(p2) 心に留めておくこと。 

利用権 2023.3(p6) 農業上の利用を目的とする農地の賃貸借権・使用貸借権

などのこと。 

黎明期 2022.9(p19) 新しい時代・文化や新しい文学・芸術の運動などが始ま

ろうとする時期。 

レクリエーシ

ョン 

2022.6(p7) 仕事・勉学などの肉体的・精神的疲労を癒し、元気にな

るために娯楽をおこなうこと。 

老朽化 2023.3(p5) 古くなり、役に立たなくなること。 

老齢年金 2022.8(p8) ６５歳から年金を受けることができる制度のこと。 



和モダン 2022.8(p2) 日本伝統である和と現代的な流行にあったデザインを

融合させた新しい様式。 

 


